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総
務
常
任
委
員
会

各常任委員会で昨年度の事業の中から２～３事業ずつ選定し、
３日間にわたり、事務事業評価を実施しました。はじめに委

員個人ごとに事業結果に対する評価と今後の方向性を評価した上
で、委員間で討議し、委員会としての評価を決定しました。
　評価結果を執行部に伝えることで、今後の業務改善や予算確保	
などにつながっていくことが期待されます。

事務事業評価 を実施

事
務
事
業
評
価
の
流
れ

　
【
１
日
目
】

●
対
象
事
業
の
説
明

　
　

執
行
部
か
ら
事
業
説
明
を
受
け
、
質

　

疑
応
答
。

●
評
価
シ
ー
ト
を
作
成

　
　

委
員
ご
と
に
評
価
。

　
【
２
日
目
】

●
評
価
シ
ー
ト
に
基
づ
き
自
由
討
議　

　
　

委
員
の
評
価
に
基
づ
き
、
委
員
相
互

　

に
意
見
を
出
し
合
い
議
論
。

●
委
員
会
の
合
意
形
成

　
　

委
員
会
と
し
て
の
評
価
を
出
す
た

　

め
、
委
員
間
で
の
合
意
形
成
を
図
り
評

　

価
を
決
定
。

　
【
３
日
目
】

●
評
価
報
告
書
作
成　

　
　

委
員
会
と
し
て
の
評
価
結
果
の
報
告

　

書
を
作
成
。

　
【
本
会
議
終
了
後
】

●
評
価
報
告
書
を
市
長
に
送
付
。

　
【
来
年
２
月(

予
定)

】

●
評
価
結
果
の
反
映
状
況
を
執
行
部
が
議

　

会
に
報
告
。

　

◆
【
調
査
事
業
】

地
域
公
共
交
通
活
性
化
事
業

　
【
事
業
の
目
的
（
抜
粋
）】

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
及
び
あ
い
の
り
タ

ク
シ
ー
を
運
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、
高
齢

者
等
の
交
通
手
段
を
確
保
し
、
地
域
公
共

交
通
の
利
便
性
の
向
上
を
図
る
。

　
【
事
業
結
果
に
対
す
る
評
価
】

　
　

お
お
む
ね
適
正

　
【
事
業
の
今
後
の
方
向
性
】

　
　

継
続

　
【
提
言
な
ど
（
抜
粋
）】

　

引
き
続
き
、
市
民
の
要
望
に
応
え
、
実

証
運
行
を
行
っ
て
路
線
の
分
析
を
行
い
、

利
用
増
に
つ
な
げ
て
い
っ
て
ほ
し
い
。

　

地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
に
基
づ
き

対
応
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

市
民
の
利
用
を
促
進
す
る
た
め
に
、
情

報
発
信
に
力
を
入
れ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

◆
【
調
査
事
業
】

定
住
促
進
空
き
家
対
策
事
業

　
【
事
業
の
目
的
（
抜
粋
）】

　

空
き
家
等
を
有
効
活
用
し
、
定
住
促
進

に
よ
る
集
落
の
維
持
を
図
る
と
と
も
に
、

移
住
に
要
す
る
経
費
の
一
部
を
助
成
す
る

こ
と
に
よ
り
、
人
口
の
増
加
、
地
域
の
活

性
化
等
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　【
事
業
結
果
に
対
す
る
評
価
】

　
　

お
お
む
ね
適
正

　
【
事
業
の
今
後
の
方
向
性
】

　
　

改
善

　
【
提
言
な
ど
（
抜
粋
）】

　

移
住
し
た
方
が
安
心
し
て
本
市
に
な
じ

ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
、
例
え
ば
、
相
談

対
応
を
す
る
移
住
支
援
員
を
配
置
す
る
な

ど
、移
住
後
の
支
援
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
。

　

引
き
続
き
、
盆
な
ど
の
帰
省
時
期
等
を

利
用
し
相
談
会
を
行
う
な
ど
し
て
、
空
き

家
物
件
の
掘
り
起
こ
し
に
力
を
入
れ
る	

こ
と
。

　

物
件
に
対
す
る
情
報
と
併
せ
て
豊
後
大

野
市
の
魅
力
を
更
に
広
く
発
信
し
て
い
た

だ
き
た
い
。
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産
業
建
設
常
任
委
員
会

　

◆
【
調
査
事
業
】

周
産
期
保
健
事
業

　
【
事
業
の
目
的
（
抜
粋
）】

　

周
産
期
を
契
機
と
し
て
、
子
育
て
に
関

す
る
不
安
及
び
経
済
負
担
の
軽
減
を
図
る

こ
と
で
、
安
心
し
て
産
み
育
て
ら
れ
る
環

境
づ
く
り
を
推
進
す
る
。

　
【
事
業
結
果
に
対
す
る
評
価
】

　
　

良
好

　
【
事
業
の
今
後
の
方
向
性
】

　
　

拡
充

　【
提
言
な
ど
（
抜
粋
）】

　

安
心
し
て
産
み
育
て
ら
れ
る
環
境
づ
く

り
は
、
少
子
化
対
策
の
観
点
か
ら
も
非
常

に
重
要
で
あ
り
、
更
な
る
充
実
を
期
待
す

る
こ
と
か
ら
事
業
の
今
後
の
方
向
性
は
拡

充
と
し
、
特
に
以
下
の
点
を
求
め
る
。

　

不
妊
治
療
費
の
助
成
に
つ
い
て
、
希
望

す
る
者
に
対
し
て
は
、
５
年
度
を
超
え
る

支
援
や
更
な
る
助
成
金
の
充
実
を
検
討
す

る
こ
と
。

　

歯
科
衛
生
士
や
保
健
師
へ
の
業
務
的
負

担
が
、
過
度
に
な
ら
な
い
よ
う
、
業
務
分

担
の
見
直
し
や
増
員
を
検
討
す
る
こ
と
。

　

◆
【
調
査
事
業
】

事
務
局
運
営
事
業

　
【
事
業
の
目
的
（
抜
粋
）】

　

教
育
委
員
会
事
務
局
が
管
理
・
運
営
を

行
う
こ
と
で
、
教
育
行
政
の
総
括
的
な
事

務
事
業
の
円
滑
な
推
進
を
行
う
。

　【
事
業
結
果
に
対
す
る
評
価
】

　
　
良
好

　【
事
業
の
今
後
の
方
向
性
】

　
　
継
続

　【
提
言
な
ど
（
抜
粋
）】

　

事
務
局
運
営
事
業
は
、
教
育
行
政
の
運

営
に
必
須
な
事
業
で
あ
る
こ
と
。
ま
た
、

三
重
総
合
高
校
が
、
素
晴
ら
し
い
成
果
を

あ
げ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
事
業
の
今
後

の
方
向
性
は
継
続
と
す
る
が
、
特
に
以
下

の
点
に
つ
い
て
求
め
る
。

　

三
重
総
合
高
校
の
活
躍
に
つ
い
て
、

も
っ
と
広
く
市
民
へ
広
報
す
る
こ
と
。

　
「
三
重
総
合
高
校
の
明
日
を
拓
く
会
」

へ
の
補
助
金
に
つ
い
て
は
、
十
分
に
事
業

実
施
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
と
と
も
に
、

必
要
が
あ
れ
ば
交
付
方
法
の
見
直
し
を
図

る
こ
と
。

　

市
内
唯
一
の
高
校
で
あ
る
三
重
総
合
高

校
存
続
の
た
め
に
も
、
三
重
総
合
高
校
の

た
め
の
純
粋
か
つ
新
た
な
支
援
策
を
導
入

す
る
よ
う
強
く
求
め
る
。

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

　

◆
【
調
査
事
業
】

市
営
住
宅
整
備
事
業

　【
事
業
の
目
的
（
抜
粋
）】

　

老
朽
化
し
た
市
営
住
宅
の
整
備
方
針
を

決
定
し
、計
画
的
に
事
業
を
行
う
こ
と
で
、

快
適
な
住
環
境
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、

財
政
負
担
の
軽
減
を
図
っ
て
い
る
。

　【
事
業
結
果
に
対
す
る
評
価
】

　
　
良
好

　【
事
業
の
今
後
の
方
向
性
】

　
　
継
続

　【
提
言
な
ど
（
抜
粋
）】

　

長
寿
命
化
計
画
で
用
途
廃
止
と
な
っ
た

市
営
住
宅
を
計
画
的
に
廃
止
し
、
入
居
者

の
転
居
な
ど
を
す
す
め
る
こ
と
。

　

老
朽
化
し
た
住
宅
の
修
繕
に
必
要
な
予

算
の
確
保
に
努
め
る
こ
と
。

　

高
齢
者
、
障
が
い
者
、
若
い
世
代
に
配

慮
し
た
住
環
境
整
備
を
す
す
め
る
こ
と
。

　

建
て
替
え
に
あ
た
っ
て
は
遅
滞
な
く
行

い
、
定
住
促
進
を
進
め
る
上
に
お
い
て

も
戸
建
て
を
中
心
と
し
た
も
の
と
す
る	

こ
と
。

　

◆
【
調
査
事
業
】

戦
略
品
目
産
地
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

支
援
事
業

　
【
事
業
の
目
的
（
抜
粋
）】

　

戦
略
・
重
点
品
目
の
重
点
的
な
取
り
組

み
に
よ
り
、
産
地
拡
大
、
技
術
向
上
、
生

産
性
向
上
、
生
産
者
の
経
営
安
定
に
繋
げ

る
と
と
も
に
、「
大
分
の
野
菜
畑　

豊
後

大
野
」
と
し
て
の
地
位
確
立
を
図
る
。

　【
事
業
結
果
に
対
す
る
評
価
】

　
　
良
好

　【
事
業
の
今
後
の
方
向
性
】

　
　
継
続

　【
提
言
な
ど
（
抜
粋
）】

　

高
齢
化
や
人
口
減
少
が
進
む
中
、
新
規

就
農
者
が
本
事
業
に
対
し
て
の
理
解
を
深

め
る
こ
と
に
努
め
る
こ
と
。

　

予
算
の
見
直
し
（
増
額
等
）
を
行
い
、

対
象
者
の
要
望
に
対
し
て
取
り
組
み
の
強

化
が
必
要
で
あ
る
。

　

農
業
経
営
、
規
模
拡
大
す
る
上
で
も
良

好
な
事
業
で
あ
り
、
要
件
緩
和
も
含
め
今

後
継
続
す
べ
き
で
あ
る
。




